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高志館だより
～マナーの向上と
更なる成長を目指して～

【スローガン】 風吹かせ 華麗に舞う 三色の花
１０月５日（土）に今年度の体育祭が開催されました。天候に恵まれた、絶好の体育祭日和の中、行うことができ

ました。 結果は、「天下無敵」を掲げた環境緑地科が総合優勝に輝きました。応援合戦は食品流通科、分団対抗リ

レーは園芸科学科、校歌と応援パネルは環境緑地科がそれぞれ1位をとりました。点数という形で順位はつくものの、

どの科も３年生の応援リーダーを中心に、頑張ったその成果は見ている人たちの心を打つものとなりました。この経

験を糧に、更に生徒一人ひとりが成長していくことを期待します。

競技のたびに上がる歓声や応援の声を生徒たちは非常に喜んでいました。お忙しい中、時間を作ってお越しくだ

さった保護者様をはじめ、関係の皆様、誠にありがとうございました。

１０月１６日(水)に生徒会と農業クラブの役員改選が行われました。
新会長候補者とその応援者、新役員候補者が壇上で公約や意気
込みを演説した後、全校生徒による投票を行いました。投票は、今
年も市役所から実際の選挙時に使用される目隠しや投票箱をお借
りして実施しました。
結果は、生徒会長には園芸科学科２年筒井怜美さんが、農業クラ
ブ会長には環境緑地科２年田中雅登君が選ばれました。新役員の
任期は１年間です。新会長を中心に、新役員に選ばれた生徒の皆
さんは、これから学校行事を運営していくことになります。生徒の代
表として各所で活躍し、生徒全員と共に高志館を盛り上げ、ステッ
プアップしていくことを期待しています!

素
直
で
元
気
あ
ふ
れ
る

挨
拶
い
っ
ぱ
い
の
学
校
に
し
た
い
！

環境緑地科団長 德島 虎鉄 さん

今年の緑地の目標は「ぶっちぎりの優勝」でした。大変なことも多かったですが、応援団を
中心に１・２・３年生がまとまってくれて、みんなのおかげで目標通りに優勝でき、最高の思
い出になりました!!ありがとうございました!
一緒に戦った園芸分団、食品分団もお疲れさまでした!



３日（日）：ゆめタウン秋の収穫祭
５日（火）：プチテスト（数学）

１４日（木）：スクールカウンセラー来校日
１５日（金）：
１６日（土）： （16日一般販売有）
１８日（月）：代休（１６日分）

１９日（火）：プチテスト（国語）
２０日（水）：防災避難訓練
２２日（金）：コース選択説明会（１年）
２７日（水）：月曜校時
２８日（木）：期末考査（～１２月３日）

今後の予定(１１月)

１０月２２日から２４日まで、農業クラブ全国大会が東北で開催されました。
本校からは農業クラブ会長で環境緑地科２年の田中雅登君がクラブ員代表者会
議に出席し、３名が農業鑑定競技に参加しました。これまでの勉強の甲斐あっ
て、農業土木部門で環境緑地科３年の髙倉翔太君、
２年の山口修史君が優秀賞を受賞しました。この
素晴らしい結果に続けるよう、１・２年生の皆さ
んも来年に向けて頑張りましょう！

１０月７日、第26回茨城国体に出場した、環境緑地科２年宮原紳瑠君が、
ボクシング少年男子ライト級で準優勝に輝きました。さらに、１０月２
０日に札幌で行われた第18回全日本女子ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ選手権大会に３年食品流
通科貞松優華さんがｼﾞｭﾆｱの部ﾋﾟﾝ級に出場し、見事２連覇を達成しました。
日頃のハードな練習にも耐え、素晴らしい結果を残してくれました。

１０月１７日から、本校生徒６名は、3泊4日で韓国を訪問しました。

湖南園芸高校との交流では、気温や湿度などすべてコンピュータで管理
されているスマートファームや、水耕栽培施設の見学を行いました。ま
た、「海産物から理解する韓国と日本」という特別展示も行われていた
国立民族博物館や、世界２０カ国が参加している
国際農業博覧会に行き、開催地の特産物や伝統料理、
農業や農薬を使わない人にやさしい農業についてな
ど、たくさんのものを見て学ぶことができました。
そして、明洞での買い物体験や、現地の人たちが通

佐賀県「未来のスペシャリスト海外研修」の助成事業を利用したオーストラ
リア研修に、本校生徒の4名を含む、県内農業高校生８名が参加しました。
２泊３日のファームステイでは、広大な農場や牧場などで見学、手伝いをしな
がら実際の農家で生活することができ、貴重な体験となりました。また、きれ
いなゴールドコーストや、トロピカルフルーツワールドを訪れたり、ローンパ
インコアラ保護区ではカンガルーやコアラと触れ合う機会もありました。交流

会では、オーストラリアの中高生とペアを組み、互いにバディ（相棒）として学校見学や一緒に食事を行い
ながら楽しみました。

＼茶道体験／

１０月２３日、毎年恒例の、大和特別支援学校の高等部と本校の園芸科学科２年生との交
流が行われました。交流会では、窯業・ハンドワーク・紙工・木工・手芸・農芸・校内清

掃・リサイクル・職業の９分野に別れ、それぞれの班で一緒に作業を行い
ました。最初は、お互いに緊張した様子でしたが、徐々に慣れたようで楽
しそうに作業をしていました。普段の学校での実習とは違った良い交流が
できたと思います。大和特別支援学校の皆さんありがとうございました。

う食堂にいくことができ、現地の雰囲気を味わうこともでき、学びの多い研修となりま
した。


